
地震環境としての日本列島：標準構造モデルの構築（１） 

Database of Standard Structure Model for JAPAN 

# 鶴岡 弘[1]; 川勝 均[2]; 岩崎 貴哉[3]; 纐纈 一起[4]; 古村 孝志[5]; 小林 励司[5]; 小原 一成[6] 

# Hiroshi Tsuruoka[1]; Hitoshi Kawakatsu[2]; Takaya Iwasaki[3]; Kazuki Koketsu[4]; Takashi Furumura[5]; Reiji 
Kobayashi[5]; Kazushige Obara[6] 

[1] 東大地震研; [2] 東大・地震研; [3] 東大・地震研; [4] 東大・地震研; [5] 東大地震研; [6] 防災科研 

[1] ERI; [2] ERI, Univ of Tokyo; [3] ERI, Tokyo Univ.; [4] Earthq. Res. Inst., Univ. Tokyo; [5] ERI, Univ. Tokyo; [6] NIED 
 
 

日本列島を対象とした構造研究には，制御震源地震探査による詳細な断面図作り，走時・振幅トモグラフィー

による３次元構造マッピング，レシーバー関数によるモホ等の境界面マッピングなど種々のアプローチがあるが，

それぞれの研究は多くの場合各々で閉じてきた感がある．本研究では，地震波動場という概念を用いることにより，

今までの研究成果を再評価し，現実に観測されつつある地震波動場との整合性から統合的な日本列島の構造モデル

を構築することを目的とした． 

 

モデル構築にあたり，反射・屈折法人工地震探査は十分な精度を有しているが，日本列島で探査が行われてい

る地域は限定されており，P波やS波走時トモグラフィーにおいては地震波の伝播経路に地域的な偏りがあるなど，

日本列島で同じ精度で構造を求めることは現時点では非常に難しい．従って，日本列島全域にわたる３次元地下構

造モデルの構築にはこれらのデータを内挿・補間をして求める必要がある． 

 

そのため，現在研究が進められている東北日本および西南日本における強震動シミュレーションに用いられて

いる３次元地下構造モデル（1000m メッシュ）と制御震源構造探査により求められている構造をコンパイルするこ

とによって，０次モデルを構築した．本モデルには，上部／下部地殻境界(Conrad)，地殻／マントル境界(Moho)，

プレート境界深度，媒質の物性値（Vp, Vs, 密度，減衰率）が含まれている．標準モデル構築にあたり，パラメー

タ化のスキームが重要であり，本研究では，緯度，経度をパラメータとしたモデル化を行い，直行座標系への変換

ツールを開発することによって実際の波動伝播シミュレーションや走時計算に簡単に適用できるようにする予定

である．また，構築した標準構造モデルを広く活用できるように Web 公開を視野に開発を行っている． 

 


